
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。皆様に於かれましては、輝

かしい平成30年の初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

今年の干支は「戌年（いぬどし）」、前年の酉年が商売繁盛や収穫の

意味があり比較的良い年でしたが、戌（いぬ）はその後になりますの

で収穫後の年になります。商売で言えば売買後ですからアフターフロ

ーや地盤を守るなど、継続させることが重要になりそうです。 

昨年の経済動向・東証株価指数が比較的好調であったことから、今年も継続することに期待を込

めながら、皆様と共により良い年にしていきたいと思います。 

芳賀町工業団地連絡協議会の活動実績は、芳賀町をはじめ栃木県・近隣市町様のご支援ならびに

会員企業様のご協力のもと、各部会を中心に実行できましたことをお礼申し上げます。 

総務企画部会では、新入社員研修や初級管理者研修など階層別に、スキル向上に寄与できる各種

研修会を開催し参加企業様から評価をいただいています。また、スポーツを通じた親睦や懇親を目

的とした研修についても多数の参加をいただき、充実した事業を実施することができました。 

 環境整備部会では、クリーン作戦など環境整備に関する事業を全立地企業様のご理解とご協力で

実施することができました。幹線道路の環境維持についても行政との連携を図りながら適時適切に

対応していただきました。 

 安全衛生部会では、普通救命講習会や危険予知訓練研修会など、産業安全衛生活動の充実強化に

関する講習会並びに研修会を実施しました。 

 交通防犯部会では、交通安全に対する意識の向上が全社共通の課題であることから、年間を通し

て交通安全に関する啓発活動を実施してまいりました。また、町交通安全対策連絡協議会が実施す

る交通安全運動推進にも積極的に参加協力してきました。 

このように、芳工連の活動は「安全・安心な工業団地づくり」を中心に今年も活動して参ります

ので、皆様方には昨年同様に多大なるご協力をいただきますようお願い致します。 

結びに、会員企業様の益々のご繁栄を祈念して新年のご挨拶とさせていただきます。本年もどう

ぞ宜しくお願い申し上げます。 

□ 発行 芳賀町工業団地連絡協議会         □ 栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台 ９８        □ＴＥＬ ０２８（６７７）５０３３ 
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新年おめでとうございます。 

昨年は大変お世話になりました。  

本年も芳工連の活動にご理解ご協力をお願い申し上げます。 

芳賀町工業団地連絡協議会 役職員一同 

新年のご挨拶 

芳賀町工業団地連絡協議会 会長 河合 泰 

http://www.hokoren.com/
mailto:information@hokoren.com


■ 第３回役員会開催  

１２月１４日開催した第３回役員会は、正副

部会長に同席を求めました。 

河合会長は、「２０１７年も残すところ僅かと

なりました。実感景気、実質所得などが上がっ

ているのか下がっているのか良くわからないこ

とから、私が選んだ今年のワードは『踊り場』

としました。階段の踊り場です。 

景気動向は国内外とも緩やかな回復基調とい

うポジティブシナリオが一般的なようです。 

芳工連としては、産学官との連携を執ることで重点施策である安全・安心な工業団地づくりを目

指し、安定した成長が持続できる環境整備の推進に努力してまいりますので、会員企業様のご協力

をよろしくお願いいたします」と挨拶しました。 

議事については、次の項目を審議いただきました。 

１ 役員変更の承認については、三菱ＵＦＪ信託銀行栃木芳賀センター長の岩野明男様が定年退職

となり役員を退任することから、後任の同社センター長山田和志様の監事就任が承認されました。 

２ 賀詞交歓会の開催については、１月２６日（金）午後５時からホテル東日本宇都宮において開

催することから、担当役割や式次第の詳細を決定しました。 

３ 知事との意見交換会については、２月２日に栃木県工業団地管理連絡協議会主催で開催されま

すので、会長、副会長及び事務局長が出席することになりました。知事に対する質問・要望を会

員企業様から提出いただくよう通知することを決定しました。 

４ 各部会の事業進捗状況と課題については、総務企画部会の中山部会長、環境整備部会の半田部

会長、安全衛生部会の渡邉副部会長、交通防犯部会の風呂部会長がそれぞれ事業進捗状況や課題

等について報告しました。 

５ 賛助会員加入に関する内規設定については、原案どおり可決されました。これを受け栃木県青

少年育成県民会議の賛助会員加入が決定されました。 

６ 所属部会の変更希望とりまとめについては、1月上旬に会員企業様へ通知を送付し2月中旬ま

でに変更希望の確認をするよう決定しました。 

７ その他では、町商工観光課長から新規産業団

地について、開発規模 23.4ｈａ、今年度から

造成整地、道路計画及び排水計画等の調査設計、

平成 30 年度に都市計画手続き（市街化区域編

入等）、平成31年度に造成開始、平成32年度

に分譲開始するスケジュールなどの説明があり

ました。 

事務局長が、芳工連事業参加者に対する傷害保

険加入を検討中である旨の説明し、加入手続きに

ついてご了承をいただきました。 退任の挨拶をする岩野明男様 



■安全衛生活動事例発表会 

安全衛生部会は、１２月５日に２１社３４名

の参加をいただき安全衛生活動事例発表会を

開催しました。 

 髙山部会長は、「安全は何より優先すべき課

題です。発表事例並びに安全衛生講習会の内容

は必ず企業の皆さの安全衛生活動の一助にな

ることと思います。職種は違っても安全衛生活

動に対する取組み対応は同じだと思いますの

で、参考事例を持ち帰り今後の安全衛生活動に

役立ててください」と挨拶しました。 

（１）事例発表 

株式会社エイチワン機種開発センターの小泉

様から次のように事例発表がありました。 

 弊社は、自動車用金属製品の加工が主な業務

です。芳賀工業団地の機種開発センターにおけ

る設計業務部門のほか、那須烏山市の研究開発

センターはじめ国内１０拠点の工場で自動車フ

レームなどを製造しています。海外は北米、中

国、インドネシアなど１０拠点があります。 

 安全衛生活動については、所長の下に設置し

た安全衛生委員会が安全巡視などを実施しています。また、危険体感訓練で保護具の強度体験、ダ

ミー人形を使用したフォークリフト挟まれ事故の危険体感による安全意識向上を行っています。 

交通安全委員会においては、連休前交通安全集会、安全運転講習会（運転免許センターで安全運

転実技講習、適正テスト受講など）、安全運転適性検査、意識向上に向けたヒヤリハットマップ作

成、動画KYTによる危険予知訓練を実施しています。 

防火防災委員会では、防災備品の使用訓練、防災避難訓練、普通救命講習を実施しています。 

また、警備会社のシステムを導入した安否確認システムで災害発生時のスムーズな安否確認体制

を確立しています。 

小泉様には、フォークリフトバックライト設置や危険体感などの安全対策を実践し、安全への意

識向上に効果を上げている事例をご報告いただきました。大変有難うございました。 

（2）安全衛生講習会 

労災発生の原因と対策等について、真岡労働基準監督署野澤卓也署長による講話をお願いしまし

た。講話の内容な次のようなものでした。 

 労基署管内の10月末現在の労働災害発生状況は、休業4日以上の労働災害発生が126件とな

り、昨年同期に比較して5件増加している。死亡災害は3月以降たて続けに2件発生し、昨年同

期と比較して1件増加している。 

死亡災害発生状況から見える重点的な災害防止ポイントの一つは、『安全のルールや作業手順の

遵守』です。実践して、実践させて、はじめて対策本来の効果が得られますので、経営トップや管



【１２月の実績 】 

15日 安全活動事例発表会 

1１日～３１日 交通安全県民総ぐるみ運動
14日 第３回役員会 
2７日 資源ごみ回収日 
29日～１月4日 年末年始休暇 

【1 月の予定 】 

15日 仕事始め 
10日 芳賀町賀詞交歓会 
22日 団管連幹事会 
24日 普通救命講習会 
24日 資源ごみ回収 
26日 芳工連賀詞交歓会 

理者等は、社員全員が安全ルール等を徹底でき

る職場の雰囲気づくりや環境づくりに取り組ん

でいただきたい。二つ目は『発注者・協力業者

間などの連絡・調整と、これに基づく安全な作

業の実施』です。 

   労働災害発生状況を踏まえた重点的な災害防

止ポイントについては、「墜落・転落」、「転倒」

に対する対策徹底であることを説明しました。 

 また、先頃茨城県のゴルフ場において管内にお住いの方が、酸素欠乏によって死亡するという災

害が発生したので、酸素欠乏症の怖さについて詳しく解説がありました。 

（3）全国産業安全衛生大会参加報告 

11月 8日から3日間、神戸市で開催された全国産業安全衛生大会への参加報告を株式会社ベ

ストロジ栃木の高橋俊行様にお願いしました。効果的な安全運転教育方法、運転研修の取組み、事

故削減に向けた取組み、運転手と連携したリスクアセスメント活動の事例などが参考になったそう

です。 

 このように、芳工連の全国大会参加費補助制度を活用して参加された企業様に参加報告をいただ

いています。全国産業安全衛生大会への参加や参加レポートの聴講を通じて、より多くの皆さまの

安全衛生活動に対する意識向上の契機となるよう願っています。 

 

■ 年末の交通安全運動を実施  

 交通防犯部会では、１２月１１日から１２月３１

日までの２１日間実施された年末交通安全県民総ぐ

るみ運動に合わせ、交通安全のぼり旗設置や送迎バ

スへの交通安全エプロン掲示、社用車へのステッカ

ー貼付などを会員企業様にお願いしました。 

すべての会員企業様にご協力をいただきまして、

多くの皆さまの交通安全に対する意識の向上に役立

ちました。お蔭様で工業団地内及び周辺における交

通事故発生の減少に効果が上がりました。 

交通防犯部会では『交通安全待ったなし』のスロ

ーガンで交通事故抑止活動を継続してまいります。 

芳工連日誌 


